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歯
周
組
織
は
歯
を
支
え
る

歯
肉
、歯
槽
骨
、歯
根
膜
、
セ

メ
ン
ト
質
の
４
つ
の
組
織
で

成
立
し
て
い
ま
す
。
歯
周
病

は
プ
ラ
ー
ク（
細
菌
の
塊
）が

原
因
で
そ
の
歯
周
組
織
全
部

が
破
壊
さ
れ
る
病
気
で
す
。

歯
周
病
を
放
置
す
る
と
慢
性

疾
患
の
状
態
と
な
り
、
歯
周

ポ
ケ
ッ
ト
が
深
く
な
る
と
酸

素
の
薄
い
所
を
好
む
嫌
気
性

菌
が
増
え
歯
周
組
織
の
破
壊

力
が
増
大
す
る
と
共
に
、
更

に
怖
い
の
は
血
管
か
ら
の
血

流
を
介
し
て
、
嫌
気
性
菌
、

細
菌
が
生
産
す
る
毒
素
、
炎

症
性
の
「
Ｔ
Ｎ
Ｆ

�α
」
等

々
、
歯
周
病
の
影
響
が
全
身

に
及
ん
で
い
く
こ
と
で
す
。

糖
尿
病
に
つ
い
て
、
砂
糖

や
澱
粉
等
の
糖
質
は
唾
液
中

の
ア
ミ
ラ
ー
ゼ
、
膵
液
中
の

ア
ミ
ラ
ー
ゼ
な
ど
の
酵
素
の

働
き
で
分
解
さ
れ
て
、
ブ
ド

ウ
糖
と
な
っ
て
吸
収
さ
れ
ま

す
。
こ
の
ブ
ド
ウ
糖
が
膵
液

か
ら
分
泌
さ
れ
る
イ
ン
ス
リ

ン
の
働
き
に
よ
っ
て
燃
焼

し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
利

用
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
イ

ン
ス
リ
ン
が
十
分
に
分
泌
さ

れ
な
か
っ
た
り
、
分
泌
さ
れ

て
も
う
ま
く
作
用
し
な
か
っ

た
り
す
る
と
、
余
っ
た
ブ
ド

ウ
糖
（
血
糖
）
が
血
液
中
に

溜
り
ま
す
。
こ
う
し
て
糖
尿

病
が
発
病
し
ま
す
。
糖
尿
病

に
な
る
と
、
糖
質
の
代
謝
が

低
下
し
糖
質
を
エ
ネ
ル
ギ
ー

源
と
し
て
営
む
各
組
織
の
活

動
が
影
響
し
て
合
併
症
を
起

こ
す
こ
と
が
恐
ろ
し
い
。

生
活
習
慣
病
で
基
礎
疾
患

で
も
あ
る
歯
周
病
、
糖
尿
病

の
多
く
の
患
者
さ
ん
は
生
活

習
慣
の
管
理
が
う
ま
く
い
か

な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
歯
周

病
は
国
民
の

80％
以
上
の
人

が
罹
患
し
、
又
、
糖
尿
病
も

増
え
る
一
方
で
あ
る
と
い
う

の
が
現
状
で
す
。
初
期
治
療

が
大
事
で
あ
り
ま
す
の
で
、

患
者
さ
ん
に
合
っ
た
環
境
、

そ
れ
に
応
じ
て
生
活
習
慣
の

改
善
に
努
力
し
て
い
た
だ

き
、
個
別
的
に
具
体
的
な
診

療
プ
ラ
ン
を
提
示
し
て
指
導

し
、
目
的
を
達
成
す
る
こ
と

で
す
。
最
後
に
日
歯
の
基
本

的
な
考
え
方
で
健
康
寿
命
の

延
伸
を
目
的
と
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
糖
尿
病
、
歯
周
病
も

初
期
診
療
の
予
防
面
で
制
度

上
で
の
評
価
さ
れ
て
更
に
公

的
機
関
や
市
民
団
体
等
々
の

協
力
が
、
得
ら
れ
れ
ば
大
い

な
る
成
果
が
期
待
で
き
る
と

思
い
ま
す
。

Scan
9950F

」
を
用
い
て
、

パ
ノ
ラ
マ
レ
ン
ト
ゲ
ン

フ
ィ

ル
ム
を

簡
便
に

デ
ジ

タ
ル

デ

ー
タ

化
す
る

手
順
を

報
告
す

る
。

ま
た
、

デ
ン

タ
ル

フ
ィ
ル

ム
の

場
合
や
、

Ｍ
Ｒ

Ｉ
や

Ｃ

Ｔ
な
ど
の
大

判
フ

ィ
ル

ム
の

ス
キ
ャ
ン
に
つ
い
て
も
併
せ

て
紹
介
す
る
。

日
本
人
は

20世
紀
の
中
頃

ま
で
の
長
い
歴
史
の
な
か

で
、
常
に
よ
く
噛
ん
で
食
べ

て
き
ま
し
た
。
こ
の
長
い
歴

史
を
保
っ
て
き
た
噛
む
習
慣

が
い
ま
失
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
主
な
原
因
は
急
速
な
食

生
活
の
変

化
で
す
。
お
い
し

い
、
食
べ
や
す
い
、
よ
く
売

れ
る
も
の
が
追
求
さ
れ
て
き

ま
し
た
。
し
か
し
そ
の
結
果

は
、
子
供
の
歯
並
び
に
著
し

い
変

化
が
起
き
て
い
ま
す
。

い
ま
小
学
生
の
２
～
３
割
が

歯
列
不
正
と
み
ら
れ
て
い
ま

す
。
顎
骨
の
発
育
不

良
が
目

立
っ
て
い
ま
す
。

前
歯
部
で

の
く
い

ち
ぎ
り
や
、

臼
歯
を

よ
く

使
っ
て

咀
嚼
し
な
い
こ

と
に
よ
り
、

顔
貌
の

劣
成
長

が
起
き
て
い
ま
す
。
歯
列
が

小
さ
い
か
ら
と
、
さ
ら
に

抜

歯
す
れ
ば

顔
貌
は
さ
ら
に

劣

成
長
に
な
り
ま
す
。

当
歯

科
医

院
で
は

開
業
以

来
、
歯
列

矯
正
を

手
が

け
て

き
ま
し
た
が
、
正
常
な
歯
を

抜
歯
に
よ
り
歯
列

矯
正
す
る

こ
と
に

疑
問
を

抱
い
て
お
り

ま
し
た
。「

鈴
木

設
矢

先
生

の
抜
歯
を
し
な
い
歯
列

矯
正

治
療
」
に

巡
り

会
い
、
そ
れ

に
そ
っ
て
治
療
を
し
て
み
ま

し
た
。
歯
列
不
正
が
顎
骨
の

劣
成
長
に
よ
っ
て
起
き
て
い

る
の
で
あ
れ
ば
、
顎
骨
を

拡

は
じ
め
に

堺
市
中
保
健
セ
ン

タ
ー
で

は
、

従
来
、
歯
周
病
予
防
を

目
的
と
し
て
「
歯
周
病
セ
ミ

ナ
ー
」
事

業
を

実
施
し
て
き

た
。平
成

16年
度
よ
り「
セ
ミ

ナ
ー

参
加
者
を

通
じ
て

家
族

・
地

域
住
民

へ
広
く

知
識
や

予
防

法
を

普
及
さ
せ
る
こ

と
」と「

口
腔
機

能
全

般
の

向

上
」を
目
的
に
、事

業
名
を
歯

周
病
セ
ミ

ナ
ー
か
ら
「

８
０

２
０

講
座
」
と
改

名
し
、
事

業
を

実
施
し
て
い
る
。
こ
の

講
座

修
了
者
の
中
か
ら
、

地

域
へ
の

啓
発
活
動
が

可
能
な

参
加
者
を
市
民

ボ
ラ
ン

テ
ィ

ア
「

８
０
２

０
メ
イ
ト
」
と

し
て

登
録
し
た
。今

回
、「

８

０
２

０
メ
イ
ト
」
が

自
主

グ

ル
ー
プ
と
し
て
、

地
域
で
活

動
を

広
げ
て
い
る
の
で
、
こ

こ
に
紹
介
し
、

今
後
の

展
望

に
つ
い
て

報
告
す
る
。

Ⅰ
組
織
化
の
経
緯

「
８

０
２

０
講

座
」
は
２

か
月

間
の

間
に
３

回
の

連
続

コ
ー
ス
と
し
て

毎
年

実
施
し

て
い
る
。

内
容
は

右
表
の
と

お
り
で
あ
る
。

平
成

18年

12

月
現

在
、

登
録
者

数
は

36名

と
な
っ
た
。「

８
０
２

０
メ

イ
ト
」
は
、
そ
の

創
立
に
あ

た
り
、
以
下
の
よ
う
な
活
動

の
３
本

柱
を

設
定
し
た
。

（
１
）

口
腔
機

能
向
上
を
目

的
と
し
た「
健

口
サ
ン

バ
」を

作
成
し
、

歌
と

踊
り
で

普
及

（
２
）
歯
周
病
予
防
に
関
す

る
学
習

会
の

開
催

（
３
）「

８
０
２

０
メ
イ
ト
」

間
相

互
の

親
睦

Ⅱ
活
動
報
告

平
成

16年
度

�「
健

口
サ

ン
バ
」
の
作

詞
、

踊
り
の

振

り
付

け
と

練
習
に

専
念
。

（
舌
、

顔
面
、

飲
み

込
み
体

操
な
ど
が

踊
り
の
な
か
に

含

ま
れ
る
。）

平
成

17年
度

�中
区
健
康

フ
ェ
ス

タ
を

皮
切
り
に
、
保

健
セ
ン

タ
ー
、

老
人

福
祉
セ

ン
タ
ー
、

婦
人

会
等
で
「
健

口
サ
ン

バ
」
を

披
露
し
な
が

ら
歯
周
病
予
防

啓
発
活
動
を

展
開
、

普
及
活
動
用
の
パ
ネ

ル
・

ユ
ニ

ホ
ー

ム
・

ロ
ゴ
マ

ー
ク

・
手

帳
な
ど
も

順
次
作

成
し
て
い
っ
た
。

平
成

18年
度

�堺
市

内
に

お
い
て
健
康

づ
く
り
を
目
的

と
し
た
市
民
団
体
「
さ
か
い

健
康

づ
く
り

推
進

委
員

会
」

に
歯

科
分

野
と
し
て
は
初

め

て
の

加
入
を
し
た
。

定
例

会

を
月
２

回
開

催
し
、

親
睦

会

は
２

回
開

催
し
た
。「
健

口

サ
ン

バ
」

普
及
活
動
は
４

月

か
ら

12月
ま
で
の

８
か

月
間

に
９

回
、
学
習

会
を
４

回
実

施
し
た
。

内
容
は
、
歯

垢
染

色
に
よ
る
歯
み
が
き

実
習
、

【
は
じ

め
に

】
肥

満
か
つ

高

血
糖
の

ハ
イ
リ
ス
ク

集
団
を

対
象
に
、

住
民

自
身
の
身
体

の
中
で
起
こ
っ
て
い
る
こ
と

と
健
診
の
結
果
と
を
具
体
的

に
関

連
づ

け
て
理
解
す
る
こ

大
す
れ
ば
よ
い
で
は
な
い

か
。

今
回
は
３
症

例
で
、
そ

の
結
果
を
発

表
し
ま
す
。

当

初
は

試
行

錯
誤
し
な
が
ら

行

い
ま
し
た
の
で
、
歯
列

矯
正

用
の
プ
レ
ー
ト
が

良
く

適
合

せ
ず
、
ま
た
治
療
期

間
も

相

当
に
長
く
な
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
歯
列

矯
正
の

時
期
を

適
正
に

判
断
し
つ
つ
、

早
期

に
治
療
す
れ
ば
治
療

効
果
は

充
分

満
足
す
る
も
の
に
な
る

と
い
ま
は
思
っ
て
い
ま
す
。

正
常
な
歯
を
歯
列
が
小
さ
い

か
ら
と

抜
歯
す
る
こ
と
な

く
、
歯
列
を

拡
大
す
る
こ
と

で
患
者
さ
ん
に
も
、

負
担
を

か
け
る
こ
と
な
く
治
療
す
る

こ
と
が
で
き
る
と
思
っ
て
い

ま
す
。

ラ
イ

オ
ン

明
石

工
場

見
学
、

ビ
デ

オ
学
習
、
公

開
学
習

講

座
「

知
っ
て
お
き
た
い
歯

医

者
・

医
者
の

選
び
方

・
か
か

り
方
の
こ
つ
」
の

開
催
で

あ
っ
た
。

Ⅲ
保
健
セ
ン
タ
ー
の
支
援
と

今
後
の
展
望

前
記
の

自
主
活
動
を
支

援

す
る
た

め
に
、
保
健
セ
ン

タ

ー
は
、「
健

口
サ
ン

バ
」
の

収
録
、

カ
セ
ッ
ト

編
集
、

Ｄ

Ｖ
Ｄ
作
成
に
協
力
し
た
。
ま

た
、
活
動

場
所
の
提
供
、
学

習
会
や

講
演

会
の

講
師
の

相

と
に
よ
り
、

自
ら
の
食
生
活

や
運
動
習
慣
を
見
つ
め
直
し
、

行
動
を
変

容
さ
せ
る
こ
と
を

目
的
と
し
た

教
室
を
３

カ
月

間
に

８
回
と
３

カ
月
後
に

フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ

教
室
を
２

回
実
施
し
た
の
で
報
告
す
る
。

【
対

象
者
お
よ
び
周

知
方

法
】

①

40～

64歳
で
、
基
本

健
康
診

査
受
診
者（

H
17.9～

H
18.2）

の
う

ち
、25

≦

B
M
I

＜

30か
つ
5.5

≦

H
bA
1C

≦

6.0で
未
治
療
者

62名
に

郵

送
案

内
。（

参
加
者

６
名
）

②
広

報
に

B
M
I

≧

25
と

掲
載
。（

参
加
者

６
名
）

③
そ

の
他
。（

参
加
者

５
名
）計

17

名
。（

男
性

１
名
、女
性

16名
）

【
対

象
者
の

特
性

】
メ

タ
ボ

リ
ッ
ク

シ
ン
ド

ロ
ー

ム
該

当

者
は

13名
（

76％
）、

高
血

糖
者
は

14名
（

82％
）、
イ

ン
ス
リ
ン

抵
抗
性
の
あ
っ
た

者
は
３

名
（

17％
）
い
た
。

【
内

容
】

①
健
診
結
果
か
ら

自
分
の
身
体
に
起
こ
っ
て
い

る
こ
と
を

知
る
。

②
糖
の
代

謝
経

路
を

知
り
、
具
体
的
に

イ
メ
ー

ジ
で
き
る
。

③
身
体

と
食
生
活

・
運
動
を
結
び
つ

け
実

践
す
る
。
の
３

点
を
学

習
課

題
と
し
て

設
定
し
た
。

グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
で
は
、

土
井

英

�（
東

成
区

開
業

）

歯
周
病
と
全
身
疾
患
～
特
に
関
係

の
あ
る
糖
尿
病
に
つ
い
て

歯
を
抜
か
な
い
歯
列
矯
正
治
療

小
山

栄
三

（
枚

方
市

開
業

）

服
部

真
代

（
堺

市
・

歯
科
衛
生

士
）

口
腔
機
能
向
上
を
目
標
と
す
る
自
主
グ
ル
ー

プ「
８
０
２
０
メ
イ
ト
」育
成
の
取
り
組
み

吉
尾

素
子

（
堺
市

・
保
健

師
）

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
視
点
に
立

っ
た
生
活
習
慣
病
予
防
教
室
の
実
施
報
告

１回目

～歯や口のことを知ろう～

１グループワーク

２歯科医師講義「歯周病はこうして進む」

３やってみようセルフチェック

４「かめているかな？」ビスケット検査をしよう

５「歯みがき上手になろう」（歯みがきレッスンⅠ）

毛先みがきと歯垢染色･歯間ブラシ、糸ようじ

６自宅学習について

７がんばろう宣言

２回目

１歯科医師による歯科検診

むし歯の有無、汚れ具合、歯ぐきの検査

２歯科検診結果説明とその対策について

歯間ブラシ、フロスを使いこなそう

３口腔内写真撮影

４自宅学習について

３回目

～口の働き･機能を知り、地域へ広げよう～

１歯科医師講義「口の働きと機能について」

２自宅学習の復習（歯みがきレッスンⅡ）

３楽しく健口体操１･２･３

４グループワーク（わたしたちにできること）･意見交換

５修了式･修了証授与･8020メイト証交付

６記念撮影

歯
科

医
院
で
の

Ｉ
Ｔ

化
と

し
て

デ
ジ

タ
ル
レ
ン
ト
ゲ
ン

が
普
及
し
つ
つ
あ
る
。
し
か

し
、

デ
ジ

タ
ル

化
さ
れ
る
以

前
に

撮
影
さ
れ
た
レ
ン
ト
ゲ

ン
フ

ィ
ル

ム
は
い
わ

ゆ
る

非

デ
ジ

タ
ル

デ
ー

タ
で
あ
り
、

そ
の
ま
ま
の
状
態
で
は

デ
ジ

タ
ル

化
さ
れ
た

シ
ス

テ
ム
に

お
い
て
活
用
さ
れ

難
い
の
が

実
情
で
あ
る
。

演
者
は
、
４

万
円

前
後
で

市
販
さ
れ
て
い
る
キ
ャ
ノ
ン

社
製

汎
用
ス
キ
ャ

ナ「
C
ano

西
川

眞
二

（
東

大
阪

市
開

業
）

歯
科
パ
ノ
ラ
マ
フ
ィ
ル
ム
の

簡
易
デ
ジ
タ
ル
化

貴
島
真
佐
子

（
東

大
阪

市
・

勤
務

医
）

大
東
市
介
護
予
防
事
業
の
口
腔

機
能
向
上
教
室
に
参
加
し
て

平
成

12年
４

月
よ
り
介

護

保
険
制
度
が

施
行
さ
れ
た

が
、
介

護
給

付
費
は

年
々
増

大
す
る
一

途
を
た
ど
る

傾
向

で
あ
っ
た
。

５
年
後
の
保

険

制
度

見
直
し
に
お

け
る
介

護

保
険

受
給
者

数
の

内
訳
を
み

る
と
、

要
支

援
お
よ
び

要
介

護
１
と

認
定
さ
れ
た

比
較
的

軽
度
の

高
齢
者
が
大

幅
に
増

加
し
、
介

護
認

定
を

受
け
た

人
の

約
半

数
を

占
め
る
結
果

で
あ
っ
た
。

こ
の
介

護
保

険
給

付
費
を

抑
制
す
べ
く
、

平
成

18年
度

施
行
の
介

護
保

険
制
度
に
お

い
て
は
、
予
防

重
視

型
施

策

の
転

換
が

図
ら
れ
る
こ
と
に

な
り
、
介

護
状
態
に
な
ら
な

い
よ
う
に
、
介

護
の

重
度

化

を
予
防
す
る
た

め
に
介

護
予

防
事

業
が

創
設
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
な

背
景
の
中
、

大
阪

府
で
は
、「
大

阪
府
介

護
予
防

標
準
プ

ロ
グ
ラ

ム
」

を
開
発
し
、
そ
の

モ
デ
ル
事

業
市
と
し
て
大

東
市
で

実
施

し
た
。

今
回
、
大

東
市
の

地

域
支

援
セ
ン

タ
ー
に

属
す
る

当
院
に

勤
務
す
る
歯

科
医

師

と
し
て
こ
の
事

業
に

参
加

し
、

口
腔
機

能
向
上

教
室
を

開
催
し
た
の
で

報
告
す
る
。

談
、

他
の

自
主

グ
ル
ー
プ
と

の
交
流
の

調
整
な
ど
を

行
っ

た
。

今
後
さ
ら
に

自
主

グ
ル

ー
プ
活
動
が

拡
大

・
発

展
し

て
い
く
た

め
に
は
、

他
区
の

保
健
セ
ン

タ
ー
に
働
き
か

け
、

同
様
の

自
主

グ
ル
ー
プ

の
育
成
を
は
か
る
こ
と
が

必

要
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、

地

域
の
ス
ー
パ
ー
、

コ
ン

ビ

ニ
、

薬
局
な
ど
に

口
腔
機

能

向
上
の
た

め
の
、

賛
助

会
員

の
協
力
を

依
頼
し
て
い
く
こ

と
も

検
討
し
て
い
る
。

参
加
者

自
身
が
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
必

要
量
を

計
算
し
た
り
、

調
理

実
習
な
ど
で

野
菜
や

塩

分
の

適
正

摂
取

量
を
具
体
的

に
学

ぶ
よ
う
に
し
た
。
ま
た

学
習
の

到
達
度
を

把
握
す
る

た
め
に
個
別
面
接
を
重
ね
た
。

【
結
果

】
前
後
評
価
が

可
能

だ
っ
た

女
性

11名
に
つ
い
て

は
、

腹
囲
、

Ｂ
Ｍ

Ｉ
、

空
腹

時
血
糖

値
、

Ｈ
Ｄ

Ｌ
の
４

項

目
で

有
意

差
が
あ
っ
た
。

（
ｔ

検
定

�p ＜

0.05）。
ま
た

今
後
の

取
り
組
み
と
し
て
、

次
年
度
も

反
復
学
習
の
機

会

と
、

交
流

会
を

持
つ
こ
と
に

な
っ
た
。

【
考

察
】

参
加
者

自
身
が
、

理
解
度
の

差
は
あ
る
が
、

肝

や
骨

格
筋
細

胞
へ
の

脂
肪

蓄

積
が

直
接
的
に
イ
ン
ス
リ
ン

の
作
用
を
低
下
さ
せ
る
こ
と

に
よ
り
、

耐
糖

能
異
常
を
発

症
さ
せ
て
い
る
こ
と
、

i）未

病
状

況
を

参
加
者

自
身
が
的

確
に

捉
え
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
食
生
活

・
運
動
の

見
直

し
が
で
き
、
食
事
の
改
善
お

よ
び

継
続
し
て

運
動
に

取
り

組
め
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

i）「
隠
れ
糖
尿
病
」を

見
落

と
さ
な
い

！
河

盛
隆

造

食
生
活

2007.4
p16-p22

題・所属・報告者

「15分で語る子どもの食育」

浪速区・歯科 豊田 裕章氏

「より少なく食べるはより良く生きる」

泉大津市・内科 高橋 典章氏

「遊び感覚で取り組むバイキングダイエット」

城東区・内科 たかもと診療所看護師・中沢 和子氏

「男性型脱毛症（AGA）の一症例」

摂津市・皮膚泌尿器科 森 昭氏

「腹部の皮疹を主訴に来院した３例」

北区・皮膚科、内科 谷口 恭氏

「メタボリックシンドロームの視点に立った生活習慣病予防教室の実施報告」

堺市・保健師 吉尾 素子氏

「よりよく食べるは よりよく生きる 噛めば体が強くなる」

枚方市・歯科 小山 栄三氏

「電子カルテ導入後のＨｂＡ１ｃの変化」

港区・みなと生協診療所・看護師 中村 梨香氏

「パワーリハビリテーション導入について」

守口市・内科・橋本クリニック 高木氏、船津氏

「女医が第一線で働き続ける為に」

泉大津市・歯科 高橋 靖子氏

「腎性貧血の在宅管理について」

東大阪市・内科 岡本 雅之氏

「内臓脂肪量と頚動脈プラークの関連」

港区・みなと生協診療所 倉澤 高志氏

「大東市介護予防事業の口腔機能向上教室に参加して」

東大阪市・歯科 貴島真佐子氏

「口腔機能向上を目標とする自主グループ『8020メイト』育成の取り組み」

堺市・歯科衛生士 服部 真代氏

「歯を抜かない歯列矯正治療」

枚方市・歯科 小山 栄三氏

「歯科パノラマフィルムの簡易デジタル化」

東大阪・歯科 西川 眞二氏

「歯周病と全身疾患～特に関係のある糖尿病について」

東成区・歯科 土井 英�氏

「ファシリテーターを含めた経営会議の有効性について」

東淀川区・清水クリニック・清水聖保氏、事務長・徳山直成氏、徳山千洋氏

「医事課業務の問題点と対策」

忠岡町・外科・安藤医院医事課 草野 美穂氏

（ポスターセッション）「上顎前歯部における抜歯即時インプラント（ＨＡコーティングインプラント）の有用性」
淀川区・歯科 林 哲平氏

（ポスターセッション）「医科歯科連携の現状：2006年度大阪府歯科保険医協会の会員意見調査より」

松原市・歯科 藤井佐都樹氏

分科会発表演者一覧

�
�



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (None)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveEPSInfo false
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
    /Arial-Black
    /Arial-BlackItalic
    /Arial-BoldItalicMT
    /Arial-BoldMT
    /Arial-ItalicMT
    /ArialMT
    /ArialNarrow
    /ArialNarrow-Bold
    /ArialNarrow-BoldItalic
    /ArialNarrow-Italic
    /ArialUnicodeMS
    /CenturyGothic
    /CenturyGothic-Bold
    /CenturyGothic-BoldItalic
    /CenturyGothic-Italic
    /CourierNewPS-BoldItalicMT
    /CourierNewPS-BoldMT
    /CourierNewPS-ItalicMT
    /CourierNewPSMT
    /Georgia
    /Georgia-Bold
    /Georgia-BoldItalic
    /Georgia-Italic
    /Impact
    /LucidaConsole
    /Tahoma
    /Tahoma-Bold
    /TimesNewRomanMT-ExtraBold
    /TimesNewRomanPS-BoldItalicMT
    /TimesNewRomanPS-BoldMT
    /TimesNewRomanPS-ItalicMT
    /TimesNewRomanPSMT
    /Trebuchet-BoldItalic
    /TrebuchetMS
    /TrebuchetMS-Bold
    /TrebuchetMS-Italic
    /Verdana
    /Verdana-Bold
    /Verdana-BoldItalic
    /Verdana-Italic
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects true
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /ENU (Use these settings to create PDF documents suitable for reliable viewing and printing of business documents. The PDF documents can be opened with Acrobat and Reader 5.0 and later.)
    /DEU <>
    /FRA <>
    /PTB <>
    /DAN <>
    /NLD <>
    /ESP <>
    /SUO <>
    /ITA <>
    /NOR <>
    /SVE <>
    /KOR <FEFFc5c5bb34c6a90020bb38c11cb97c0020ac80d1a0d558ace00020c778c1c4d558b2940020b3700020c801d569d55c00200050004400460020bb38c11cb97c0020b9ccb4e4b824ba740020c7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c2edc2dcc624002e0020c7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b9ccb4e000200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe7f6e521b5efa76840020005000440046002065876863ff0c9002540875284e8e55464e1a65876863ff0c53ef4ee553ef9760573067e5770b548c6253537030028be5002000500044004600206587686353ef4ee54f7f752800200020004100630072006f00620061007400204e0e002000520065006100640065007200200035002e00300020548c66f49ad87248672c62535f003002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d5b9a5efa7acb76840020005000440046002065874ef69069752865bc6aa28996548c521753705546696d65874ef63002005000440046002065874ef653ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000520065006100640065007200200035002e0030002053ca66f465b07248672c4f86958b555f3002>
    /JPN <FEFF3053306e8a2d5b9a306f300130d330b830cd30b9658766f8306e8868793a304a3088307353705237306b90693057305f00200050004400460020658766f830924f5c62103059308b3068304d306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103057305f00200050004400460020658766f8306f0020004100630072006f0062006100740020304a30883073002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d30678868793a3067304d307e30593002>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [1200 1200]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice




